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受賞会社のご紹介

受賞会社は以下の6社です。
（証券コード順であり賞の優劣なし。応募社数は過去最高の77社）

1605 株式会社INPEX 初受賞

3407 旭化成株式会社 初受賞

3662 株式会社エイチーム 初受賞

7972 株式会社イトーキ 初受賞

8252 株式会社丸井グループ ３回目の受賞

9757 株式会社船井総研ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 2回目の受賞



受賞企業 1 証券コード：1605 株式会社INPEX 様

＜審査員コメントより＞

 左右のグラフの関係が面白い。見やすい。「60-60」がキャッチーなコピー。
 具体的な数値がなくても、方向性とおおよそのタイミングが理解できる。
 成長とサステナビリティを共に推進する60-60のイメージと時間軸がわかりやすく表現されていると感じた。
 GHG排出量のグラフは、原単位に加えて、総量についても資料中にはあるのだから語ってくれたらなおいい。



受賞企業 2 証券コード：3407 旭化成株式会社 様

＜審査員コメントより＞

 M&Aの実績を、個社ごとに下振れも含めて積極的に開示する姿勢に好感。右側の文字量が少し多め。
 M＆A案件の振り返りのスライドはあまりないので有益。予想は予想と記載し点線にする等の工夫を。
 左のグラフは、折れ線でなく積み上げ棒グラフにするとM&Aによる利益成長がよりイメージできるのでは？
 個社の利益変化を時系列的に見るのなら現在の折れ線グラフだと思うが、積み上げ棒グラフも見てみたい。



受賞企業 3 証券コード：3662 株式会社エイチーム 様

＜審査員コメントより＞

 シンプルに資本コストの低下を目指す資本政策を伝えている。この1枚をベースにしっかり対話できる。
 レバレッジを活用して企業価値を高めていくという意図が、資本市場の言葉で端的に伝えられている。
 資本コストに言及する企業すらまだ多くないのに、それを下げる、しかも目標数字まで出しているのはすごい。
 上部のメッセージにパンチがあるが、｢目指す姿｣がいつ頃なのか目安が欲しい。中央のEBITDAも累計に。



受賞企業 4 証券コード：7972 株式会社イトーキ 様

＜審査員コメントより＞

 無形資産を数値で語ろうとしている点がよい。日本企業のオフィス投資が過小な点を示せるとさらに良い。
 会社によって差はある気はするが、数字で示す姿勢がとても良い。興味深く読める。
 可視化しづらい内容をうまく伝える資料になっている。これからのテーマを扱い、数字を伴っているのがいい。

 オフィス投資の重要性を、人的資本経営の文脈で定量的に示すことで、事業領域の可能性を示そうとする意欲的なスライドだと
感じた。



受賞企業 5 証券コード：8252 株式会社丸井グループ 様

＜審査員コメントより＞

 情報を絞り込み、シンプルな構成で見やすくフォントの大きさを変えて補足説明を入れるなどソツなく上手い。
 ビジネスモデルによる差別化・優位性がわかりやすく伝わると感じた。
 情報は詰め込みがちになるが、これだけそぎ落として、わかりやすく見やすいレイアウトにするのはすごいと思う。
 グッドビジュアル賞の対象かというと少し疑問だが、そんな疑問があっても、言いたいことはとても良く伝わる一枚。



受賞企業 6 証券コード：9757 株式会社船井総研ホールディングス様

＜審査員コメントより＞

 ビジネスの流れ、顧客数等の数字の流れを理解できる。比率だけでなく実際の数字が出ているのがいい。
 ビジネスモデルがよく理解できる。顧客データの更新がどのくらい収益に結びついていくのかに興味がある。
 図と数字を使ってビジネスモデルを上手く説明している。顧客層とその状況がよくわかるスライドだと感じた。
 経営研究会やコンサルティング客数の増加が売上拡大への貢献大であることが上手く説明されている。


